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日
本
に
お
け
る
早
期
の
金
瘡
医
学
書
に
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）

の
『
金
瘡
療
治
紗
」
（
著
者
不
詳
、
日
文
研
宗
田
文
庫
所
蔵
）
と
明
徳

二
年
二
三
九
二
の
『
鬼
法
」
（
富
小
路
範
実
著
）
の
二
種
が
あ
る
。

そ
の
出
現
は
南
北
朝
内
乱
の
政
治
分
裂
に
よ
る
長
期
戦
争
の
社
会

背
景
を
反
映
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

十
四
世
紀
以
前
の
日
本
に
お
け
る
軍
事
活
動
、
た
と
え
ば
治

承
・
寿
永
の
乱
（
い
わ
ゆ
る
源
平
内
乱
）
、
承
久
の
乱
、
あ
る
い
は
二

度
に
及
ぶ
蒙
古
襲
来
な
ど
は
短
期
的
で
、
軍
事
専
門
家
で
あ
る
武

士
が
特
定
地
域
の
合
戦
場
で
行
う
限
定
戦
争
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
、
十
四
世
紀
、
と
く
に
元
弘
建
武
年
間
以
降
の
軍
事

活
動
は
長
期
化
し
た
広
域
戦
争
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
学
的
資
料

で
あ
る
「
太
平
記
」
や
「
梅
松
論
』
、
史
学
的
資
料
で
あ
る
合
戦
手

負
主
文
、
着
到
状
、
讓
状
（
遺
言
状
）
な
ど
の
古
文
書
を
検
討
す
る

と
、
①
戦
に
は
武
士
の
み
な
ら
ず
百
姓
や
、
ゲ
リ
ラ
兵
の
野
伏
、
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金
瘡
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瘡
療
治
妙
」

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ブ
ル

現
地
暴
力
団
の
悪
党
な
ど
も
参
加
し
た
こ
と
、
②
昼
夜
、
季
節
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
規
模
で
同
時
期
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
③

負
傷
を
与
え
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
武
器
は
従
来
の
刀
、
矢
薙
に

加
え
、
石
、
木
、
礫
、
棒
、
さ
ら
に
槍
（
一
三
三
四
年
に
初
出
）
も

多
用
さ
れ
た
こ
と
、
④
負
傷
者
の
人
数
が
急
激
に
増
加
し
、
そ
の

た
め
治
療
の
必
需
性
も
激
増
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
状
況
の
変
化

を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
で
は
従
来

み
ら
れ
な
か
っ
た
金
瘡
治
療
の
分
野
が
大
き
く
開
か
れ
、
発
展
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
『
金
瘡
療
治
紗
」
と
『
鬼
法
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
判
明
す
る
初
期
金
瘡
医
の
特
徴
を
指
摘
し
よ
う
。

〔
一
〕
『
金
瘡
療
治
紗
』
は
五
五
条
、
『
鬼
法
」
は
四
三
条
か
ら
な

る
。
対
象
と
な
る
病
症
と
治
法
は
多
少
異
る
が
、
共
通
点
は
少
く

な
い
。
「
血
留
ル
事
」
「
死
生
ヲ
見
知
事
」
「
綿
（
腸
）
入
ル
、
事
医
」

「
疵
ク
サ
リ
タ
ル
ヲ
愈
事
」
「
疵
ノ
浅
深
ヲ
可
知
事
」
「
筋
切
タ
ル
ヲ

継
事
」
「
笑
（
矢
）
尻
籠
抜
事
」
「
骨
ノ
切
タ
ル
ヲ
治
事
」
な
ど
に
重

点
が
置
か
れ
、
勝
れ
た
効
能
の
あ
る
黒
薬
・
白
薬
（
唐
・
高
麗
・
日

本
の
三
種
）
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

〔
二
〕
両
書
は
い
か
な
る
知
識
や
情
報
に
基
づ
い
て
著
わ
さ
れ
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た
か
。
『
三
因
方
」
『
千
金
方
』
（
各
一
箇
処
）
を
除
き
、
中
国
・
日

本
の
医
書
か
ら
の
引
用
は
な
い
。
内
容
す
な
わ
ち
治
法
・
用
薬
の

知
識
の
ほ
と
ん
ど
は
民
間
臨
床
医
の
諸
流
も
し
く
は
口
伝
に
拠
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
近
江
国
湯
次
庄
野
村
秘
蔵
、
私
ノ
ロ
伝
、
与

五
将
軍
、
高
野
聖
、
土
郎
般
頭
ノ
流
、
大
和
坂
本
膏
薬
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
ま
た
両
害
の
文
体
は
方
言
を
含
む
当
時
の
口
語
体

で
、
著
者
が
聴
く
ま
ま
文
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
三
〕
用
い
ら
れ
る
薬
剤
は
、
寮
香
、
丁
子
、
龍
脳
、
沈
香
な
ど

一
部
に
は
舶
来
品
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
は
日
本
で
入
手
容
易
な

生
薬
で
あ
る
。
約
百
種
余
り
の
薬
材
の
う
ち
、
頻
用
さ
れ
る
の
は

ハ
コ
ベ
ラ
、
犬
ノ
尻
、
メ
ハ
ジ
キ
、
河
骨
、
牛
膝
、
カ
タ
バ
ミ
な

ど
で
あ
る
。
植
物
生
薬
以
外
に
動
物
生
薬
や
い
わ
ゆ
る
「
入
部
」

の
薬
物
も
用
い
ら
れ
る
。
動
物
・
人
部
薬
は
黒
焼
処
方
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
と
に
干
児
（
チ
ゴ
ポ
シ
）

の
ご
と
き
も
の
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
金
瘡
治
法
が
日

本
独
自
の
民
間
医
療
に
基
づ
く
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

日
本
中
世
の
口
伝
民
間
医
療
を
研
究
す
る
に
は
、
金
瘡
分
野
か

ら
着
手
す
れ
ば
、
効
果
的
な
研
究
成
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
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